平成２１年度第二回J-ACTINET世話人会議事録（案）
日時：平成２２年３月２７日（土）　１８：３０～１９：３０
場所：茨城県産業会館　中会議室
参加者：

有田(福井大), 井上 (電中研), 藤井、上原(京大炉), 湊、矢板、林、逢坂(JAEA), 佐藤、小無、本間、山村( (東北大), 黒崎(阪大), 坂村(電中研), 鈴木(東工大),
（敬称略）
１．議題

（１）第２回サマースクールについて

（２）その他

２．審議内容

（１）平成２１年度第１回世話人会において、J-ACTINETとして取り組む平成２２年度のイベントとして、「第２回サマースクール（関西地区）」が提案され了承された。京大炉、阪大の世話人を中心に作成した具体案について下記の通り説明があった。
日程：２０１０年８月３１日～９月４日
実施体制：実行委員長　山名元（京大炉）、実行委員は京大、阪大、福井大、JAEA等から選任する
実施内容案：（各機関の移動はバスで行う）
8月31日（京都大学原子炉実験所）講義、見学（原燃工殿を予定）
9月1日（京都大学原子炉実験所）講義、実習

9月2日（大阪大学大学院工学研究科）講義、実習
9月3日（ＳＰｒｉｎｇ８）講義、見学
募集人員：２０名程度

経費：サマースクール開催に関する必要経費については関西原子力懇談会殿、原子力学会リサイクル部会等からに負担いただくことを計画している。
（３）サマースクール実施計画案について「実習を含むと思ったより時間がかかる場合がある。」とのコメントがあり「教育効果を考え、施設見学のみではなく実習を取り入れていきたい。十分準備して対応したい。」との説明があり計画案を承認した。
（４）その他

定期的な研究会開催を行ってはどうかとの提案があり、今後検討していくこととなった。

また、下記の研究会のアナウンスがあった。

・平成２３年３月に６回目Actinide XAFS会議を予定している。
・Nuclear Materials Conference を平成２２年１０月に カールスルーエで予定している
また、次回　2012年は日本開催の準備を始めている。
以上

